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レアアース REE 

【用途】 磁石用途をはじめ、最先端分野で幅広く活躍 

レアアース（希土類）は周期表のランタノイド族に属する 15 元素（ラ

ンタン、セリウム、ネオジム、サマリウム、ユウロピウム、テルビウム、

ジスプロシウム、その他 8 元素）と第 3 族のスカンジウム、イットリウ

ムを含めた 17元素の総称である。各元素は性質が似ており同じ鉱物

中に存在するがその組成比は鉱物により異なる。用途は強力な永久

磁石・モーター（電気自動車（以下EV）、航空機、風力発電機）、ニッケ

ル水素二次電池、コンデンサ・センサーなどの電子・電気製品、触媒

（石油精製・自動車排ガス用）など幅広く、その用途は年々拡大してい

る。 

【特性】 

・希薄な酸には溶けやすいが

濃硫酸には溶けにくい 

・蛍光特性を示す 

・水素吸蔵性がある 

・鉱石の産出地、経済性のあ

る生産拠点が特定の地域に

偏在している 

 

【資源国と消費国】 

［国名,数量,構成比％］（数値：希土類酸化物（REO 千ｔ）、2023 年世界計） 出典：USGS2024 

国別埋蔵量（合計 110,000 千ｔ） 

 

 

国別鉱石生産量（合計 353 千ｔ） 

 

【世界の主要レアアース鉱石生産国】[国名、国別生産量（REO 千 t、2023 年間値）] 出典：USGS2024 

中国、米国が 2 大生産国 
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【貿易概況】［国名,数量(純分ｔ),構成比％］（数量；2023 年年間値） 

■世界 出典：Global Trade Atlas、ITC 

希土類金属 主要輸出国 

（合計 12,132 純分ｔ） 

 

希土類金属 主要輸入国 

（合計 13,000 純分ｔ） 

セリウム化合物 主要輸出国 

（合計 10,997 純分ｔ） 

セリウム化合物 主要輸入国 

（合計 18,444 純分ｔ） 

 

希土類化合物（Ce 以外）主要輸出国 

（合計 59,291 純分ｔ） 

希土類化合物（Ce 以外）主要輸入国 

（合計 127,999 純分ｔ） 

■日本 出典：財務省貿易統計 

希土類金属、希土類化合物輸入相手国 希土類金属、希土類化合物 輸入内訳 
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（合計 16,362 純分ｔ） 

 

（合計 16,362 純分ｔ） 

 

 

1.特性・用途 

レアアースは元素周期律表の第 3 族に属するスカンジウムとイットリウムの 2 元素にランタノイドの 15

元素（ランタン、セリウム、プラセオジム、ネオジム、プロメチウム、サマリウム、ユウロピウム、ガドリニウ

ム、テルビウム、ジスプロシウム、ホルミウム、エルビウム、ツリウム、イッテルビウム、ルテチウム）を加

えた 17 元素の総称である。ランタンからプロメチウムを軽希土、サマリウムからジスプロシウムを中希土、

ホルミウムからルテチウムを重希土と呼ぶ。（ランタンからユウロピウムを軽希土、ガドリニウムからルテ

チウムを重希土と呼ぶ場合もある。） 

レアアースは複数の元素が同一の鉱石中に含有され、モナザイト、バストネサイト、イオン吸着鉱など

レアアースの存在形態によって 17 元素の構成比が異なる。モナザイト、バストネサイトは、軽希土が多く

含まれ、イオン吸着鉱は比較的重希土に富む。鉱石からの生産方法について、モナザイトやバストネサイ

トといったハードロックタイプは浮選により生成した精鉱を焙焼・酸処理し、レアアース混合体の塩類を製

造後、溶媒抽出によって、順に分離精製される。イオン吸着鉱は酸処理により液中に浸出させた後、炭酸

塩やシュウ酸塩として沈殿処理を行い、その後はハードロックタイプと同様に溶媒抽出による分離が行わ

れる。分離したレアアースは必要に応じて電解等により金属に精製される。 

レアアースは超伝導、強磁性、触媒、光学、蛍光など様々な特性を有しており、特に光学的には各レア

アース元素はそれぞれ特徴を持ち、発色、紫外線吸収、ガラスの着色・強化、光からエネルギー変換、ガ

ラスの高屈折率など多様な性質を発揮し、製品の機能を高めている。レアアースの用途は幅広く、永久磁

石（希土類磁石）、ガラス研磨材・添加剤、触媒、蛍光体などに使用されている。これらを含めたレアアー

スの主な用途を表 1 に示す。 

 

  

希土金属

(Sc、Y含む）

48%

酸化セリウム 8%

セリウム化合物

20%

酸化イットリ

ウム

6%

酸化ランタ

ン

6%

その他化合

物（Ce,Y､La

以外）

11%

フェロセリウム

1%

中国 70%

ベトナム

12%

フランス

9%

エストニア

4%

タイ

3%

その他

2%



 

4 

鉱物資源マテリアルフロー 2024  7.レアアース (REE) 

表 1 主なレアアースの用途(世界) 

主要用途

Ce セリウム
研磨剤、自動車用排ガス触媒、鉄鋼・Al添加剤、ガラス添加剤（UVカット他）、

FCC触媒、蛍光体、ニッケル—水素電池

La ランタン
FCC触媒、光学レンズ、ニッケル—水素電池、鉄鋼・鋳造添加剤、蛍光体、研磨剤、

セラミックコンデンサー

Nd ネオジム ネオジム磁石、FCC触媒、ガラス添加剤、ニッケル—水素電池、セラミックコンデンサー

Y イットリウム ジルコニア安定剤、蛍光体（赤）、光学ガラス

Pr プラセオジム 磁石、セラミックタイル発色材（黄）、ガラス着色剤（緑）、セラミックコンデンサー

Gd ガドリニウム 磁石、光学ガラス、蛍光体（緑）、放射線遮蔽材（医療用、原子炉、他）

Dy ジスプロシウム ネオジム磁石

Sm サマリウム サマリウムコバルト磁石

Er エルビウム ガラス添加剤

Eu ユウロピウム 蛍光体（青・赤）

lb テルビウム 蛍光体（緑）、ネオジム磁石

元素

出典:Rare earths:Global Industry ,Markets & outlook2017(2017)/Rare earths:Markets Outlook to 2020(2015)(Roskill)
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2.需給動向 

2-1.世界の需給動向 

 

表 2-1 世界のレアアース鉱石の生産量 

 

 

 

図 2-1 世界のレアアース鉱石の生産量 
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2-2.国内の需給動向 

 

表 2-2 レアアースの国内需要動向 

 

 

 
図 2-2 レアアースの国内需要動向 
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3.輸出入動向 

3-1.輸出入動向 

 

表 3-1 レアアースの輸出入数量 

 

 

 

図 3-1-1 レアアースの輸入数量 

 

図 3-1-2 レアアースの輸出数量  
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3-2.輸出入相手国 

3-2-1.概観 

 

表 3-2-1 レアアースの輸入相手国 

 

 

 

図 3-2-1 レアアースの輸入相手国 
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3-2-2.希土類金属 

 

表 3-2-2 希土類金属の輸出入相手国 

 
 

 

図 3-2-2 希土類金属の輸入相手国 
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3-2-3.酸化セリウム及びセリウム化合物 

 

表 3-2-3-1 酸化セリウムの輸入相手国 

 

 

表 3-2-3-2 セリウム化合物の輸出入相手国 
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3-2-4.酸化ランタン・酸化イットリウム 

 

表 3-2-4-1 酸化ランタンの輸入相手国 

 

表 3-2-4-2 酸化イットリウムの輸入相手国 

 

 

3-2-5.その他の化合物 

 

表 3-2-5 その他の化合物の輸出入相手国 
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3-3.輸出入価格 

 

表 3-3 レアアースの平均輸出入価格 

 
 

 

図 3-3-1 レアアースの平均輸入価格 

 

 

図 3-3-2 レアアースの平均輸出価格 
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レアアースのマテリアルフロー（2023 年） 
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